
「新エネルギーＷｅｅｋ２０１１」２日（水）－４日（金）東京ビッグサイト

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
コ
建
築
の
最
新
製
品
・
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
が
一
堂
に
集
結

す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
１
」
が
２
日

水

か
ら
４
日

金

ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
は

「
Ｆ
Ｃ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
１
」
「
Ｐ
Ｖ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
１
」
な
ど
７
展
示

会
で
構
成
さ
れ
る
国
際
複
合
展
。
主
催
は
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
。

入
場
料
は
招
待
券
持
参
は
無
料
、
当
日
入
場
者
は
５
０
０
０
円
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時

最
終
日
は

時
終
了

ま
で
。

第４回国際太陽電池展
きょう開幕

専門技術一堂に集結過去最大の出展規模

　　 ２０１１年 平成２３年 ３月２日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

は
「
Ｆ
Ｃ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

１
１
―
第
７
回
国
際
水
素
・

燃
料
電
池
展
」
を
は
じ
め
、

「
Ｐ
Ｖ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１

１
―
第
４
回
国
際
太
陽
電
池

展
」
、
「
第
２
回
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
施
工
展
―
Ｐ
Ｖ

シ
ス
テ
ム
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
、

「
第
２
回
国
際
二
次
電
池
展

―
バ
ッ
テ
リ
ー
ジ
ャ
パ

ン
」
、
「
第
２
回
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
向
け
量
産
試
作
加

工
技
術
展
」
の
ほ
か
、
今
回

初
め
て
の
開
催
と
な
る
「
第

１
回
エ
コ
ハ
ウ
ス
＆
エ
コ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

と
「
第
１
回
国
際
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
の

７
展
示
会
で
構
成
さ
れ
る
。

全
体
の
出
展
規
模
は
２
１
０

０
社
。
世
界
各
国
か
ら

万

５
０
０
０
人
の
来
場
者
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
併
催
企
画
と
し
て
毎
回
好

評
を
得
て
い
る
専
門
技
術
セ

ミ
ナ
ー
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
エ
コ
建
築
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
最
新
情
報
・
技
術
が
会

期
中
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て

発
信
さ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
は
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ
特
別
基
調
講
演
」
と

「
特
別
講
演
」
が
開
か
れ
る

ほ
か
、
「
Ｆ
Ｃ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

専
門
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
「
Ｐ

Ｖ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
専
門
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
「
バ
ッ
テ
リ
ー
ジ

ャ
パ
ン
専
門
技
術
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
五
つ
の
専
門
技
術

セ
ミ
ナ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
Ｐ
Ｖ
は
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｖ
ｏ

ｌ
ｔ
ａ
ｉ
ｃ
、
つ
ま
り
光
発

電
の
こ
と
。
一
般
に
は
太
陽

電
池
、
太
陽
光
発
電
の
こ
と

を
指
す
。
Ｐ
Ｖ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
・
製
造
に
必
要

な
装
置
、
部
品
・
材
料
を
一

堂
に
集
め
た
太
陽
電
池
に
関

す
る
専
門
技
術
展
。
太
陽
電

池
の
研
究
・
開
発
、
製
造
に

必
要
な
部
品
・
材
料
、
装

置
、
セ
ル
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

一
堂
に
集
結
す
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
シ
ス
テ

ム
機
器
、
シ
ス
テ
ム
設
計
、

施
工
、
取
り
付
け
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
製
品
・
技

術
に
特
化
し
た
専
門
技
術

展
。
両
展
合
わ
せ
た
出
展
規

模
は
過
去
最
大
の
９
０
０
社

と
な
る
。
会
場
は
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
来
場
者
で

熱
気
に
あ
ふ
れ
そ
う
だ
。

　
太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
電

池
を
用
い
て
太
陽
光
の
持
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に

変
換
す
る
発
電
形
態
で
、
無

尽
蔵
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
、
発
電
に
伴
う
排
出

物
な
ど
が
な
く
ク
リ
ー
ン
で

あ
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
核
と
し
て
世
界

規
模
で
導
入
が
加
速
し
て
い

る
。
国
内
で
も
、
補
助
金
復

活
と
電
力
会
社
に
よ
る
買
い

取
り
価
格
の
上
乗
せ
が
追
い

風
と
な
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
需
要
が
急
拡
大
し
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
協
会

Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ａ

の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
２
０
０
９
年
度
の
太
陽

電
池
セ
ル
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

総
出
荷
量

国
内
出
荷
と
輸

出
の
合
計

は
前
年
度
比

・
９
％
増
の
１
６
６
万
８
５

３
１

。
そ
の
う
ち
国
内

出
荷
は
同

・
２
％
増
の

万
３
１
２
７

で
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

対
す
る
国
や
自
治
体
の
補
助

金
制
度
と
余
剰
電
力
の
買
い

取
り
制
度
が
大
き
く
貢
献
。

ま
た
、

年
度
上
半
期
の
総

出
荷
量
は
前
年
同
期
比

％

増
の
１
２
２
万
８
０
４
７

で
、
国
内
出
荷
は
同
２
・

１
倍
の

万
７
９
４
１

、
輸
出
は
同

％
増
の

万
１
０
６

と
急
伸
し
て

い
る
。
特
に
、
公
共
施
設
や

産
業
・
事
業
用
が
同
６
・
２

倍
の
７
万
２
６
４
０

と

大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
太
陽
電
池
開
発
で
は
、
最

も
実
績
の
あ
る
結
晶
系
シ
リ

コ
ン
を
主
軸
に
変
換
効
率
ア

ッ
プ
な
ど
の
高
性
能
化
や
、

薄
膜
太
陽
電
池

シ
リ
コ

ン
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

銅
・
イ
ン
ジ

ウ
ム
・
セ
レ
ン
、
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

銅
・
イ
ン
ジ
ウ
ム
・
ガ
リ

ウ
ム
・
セ
レ
ン

、
色
素
増

感
型
、
有
機
薄
膜
な
ど
次
世

代
技
術
の
研
究
開
発
競
争
が

加
速
し
て
い
る
。


